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●表紙／３月７日 フィリピン入国オリエンテーションにて（11名来組）
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平
成
31
年
３
月
14

日
㈭
に
、
農
協
会
議

室
に
て
女
性
部
と
青

年
部
と
の
農
協
役
員

と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
女
性

部
役
員
４
名
と
農
協

役
職
員
８
名
が
参
加

し
、
午
後
か
ら
は
青

年
部
員
９
名
と
農
協

役
職
員
７
名
が
参
加

し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
３
月
上
旬
現
在
の
生
乳
生
産
状
況
及
び
２

月
末
ク
ミ
カ
ン
取
引
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
度
収
支
決
算
見
込
み
及
び
剰
余

金
処
分
案
や
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
大
綱
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
よ
り
１
名
増
枠
と
な
る
女
性
理
事
の
登

用
に
つ
い
て
や
、
そ
の
他
農
協
へ
の
意
見
や
要
望
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

女
性
部
か
ら
は
、
災
害
対
策
の
取
組
状
況
や
、
女
性

部
活
動
に
お
け
る
視
察
時
の
ヘ
ル
パ
ー
優
先
な
ど
の
要

望
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
乳
消
費
拡
大
な
ど
女
性
部
の
活
動
経
費
の

助
成
拡
大
な
ど
も
要
望
さ
れ
、
普
段
か
ら
の
活
動
内
容

の
充
実
や
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
金
融
窓
口
や
Ａ
コ

ー
プ
の
営
業
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
女
性
の
視
点
か
ら

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
職
員
が
増
え
て
く
る
こ
と
で
、
職
員
内
部

の
連
絡
体
制
の
強
化
な
ど
も
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
に
お
い
て
は
、
停
電
や
断
水
に
対
す
る
危
機

管
理
体
制
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
、
た
く
さ
ん
の
意

見
が
出
て
お
り
、
地
域
自
ら
が
災
害
対
策
に
危
機
感
を

持
ち
、
自
分
た
ち
で
出
来
る
事
前
対
策
を
講
じ
る
よ
う

真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
担
当
者
の
設
置
や
周
知
な
ど
積
極
的
な
意
見
も

飛
び
出
し
、
と
て
も
良
い
議
論
が
出
来
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
を
分
散
で
き
な
い
の
か

な
ど
、
自
分
た
ち
の
地
域
性
を
踏
ま
え
た
意
見
や
、
青

年
部
が
協
力
し
て
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
な
ど
、
前
向

き
な
意
見
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
を
十
分
参
考
に
し
て
、
平
成

31
年
度
の
事
業
大
綱
の
樹
立
と
農
協
の
健
全
経
営
に
努

力
し
て
い
く
よ
う
、
役
職
員
一
同
切
に
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
Ｊ
Ａ
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

農協役職員との意見交換会農協役職員との意見交換会
女性部・青年部と女性部・青年部と



新規実習者
11名受入
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フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
新
し
い
技
能
実
習
生
11
名
が
、

平
成
31
年
２
月
12
日
㈫
に
日
本
へ
入
国
し
ま
し
た
。

　

入
国
後
、
栃
木
県
に
お
い
て
日
本
語
や
交
通
規
則
や

各
種
法
令
な
ど
所
定
の
講
習
を
終
え
、
３
月
６
日
㈫
に

厚
岸
町
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
㈭
に
、Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
入
国
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
実
習
生
受
入
農
家
10
戸

と
、
協
議
会
役
員
や
Ｊ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と
の
自
己
紹
介
後
、

こ
れ
か
ら
の
酪
農
実
習
内
容
や
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

　

８
日
㈮
〜
14
日
㈭
ま
で
の
一
週
間
、
酪
農
支
援
セ
ン

タ
ー
に
て
、
酪
農
の
基
礎
知
識
や
用
語
解
説
、
交
通
安

全
や
防
犯
対
策
、
健
康
管
理
や
賃
金
の
こ
と
な
ど
、
日

本
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
12
日
㈫
に
は
、
釧
路
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ご

協
力
に
よ
り
、
乳
牛
や
搾
乳
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に

搾
乳
器
具
を
用
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
㈮
よ
り
、
本
格
的
な
実
習
開
始
と
な
り
、

現
在
は
、Ｊ
Ａ
管
轄
エ
リ
ア
で
技
能
実
習
生
は
34
名
で
、

受
入
農
家
は
新
規
で
３
戸
が
増
え
、
22
戸
と
な
り
ま
し

た
。

　

技
能
実
習
生
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
日
本
の
酪
農

業
に
つ
い
て
の
技
能
習
得
に
努
め
、
日
々
の
実
習
や
生

活
に
つ
い
て
前
向
き
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
受
入
農
家
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
た
中
で
、
実
習
生
の
習
得
し
よ
う
と

す
る
技
術
や
知
識
、
生
活
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
な

が
ら
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
い
期
間
、
実
習
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

フィリピンからの
外国人技能実習生受入
フィリピンからの
外国人技能実習生受入

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



職
員
慰
安
旅
行

に
よ
り
親
睦
！

職
員
慰
安
旅
行

に
よ
り
親
睦
！
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　昨年の９月の北海道胆振東部地震によるブラックア
ウトから半年が過ぎ、当時を振り返ると酪農家の搾乳
のために全職員が協力して、何とか被害を最小限に抑
えることができた。
　しかし、実際にはＪＡの災害対策本部において、発
電機切替盤の設置がされていなかったため、停電状況
や搾乳の進捗状況をリアルタイムに把握することが出
来なかった。辛うじて小型投光機から電源を確保する
ことはできたが、それらの教訓を受け、ＪＡ事務所や
スタンドでの発電機の整備に着
手した。
　今回は、「ＪＡ共済地域・農
村活性化促進助成金事業」の活
用により、非常用発電機接続の
ために切替盤の設置を行った。
　この助成金は、ＪＡ共済の特
性を活かし、くらしや営農への

貢献により地域の活性化を図ることを目的としたもの
で、当ＪＡとしては、危機管理体制整備の一環として、
災害対策本部であるＪＡ本所の電力確保のために事業
を実施した。
　地域での災害発生時に、ＪＡが情報収集と発信の拠
点になることができるよう更なる取り組みを考えてい
きたいと思います。
　ともかく、自然災害が発生しないことが、何よりの
願いです。

　

平
成
31
年
３
月
16
日
㈯
〜
17
日

㈰
に
川
湯
観
光
ホ
テ
ル
で
職
員
慰

安
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遠
田
職
員
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

運
転
手
を
つ
と
め
雪
の
降
る
中
、

川
湯
温
泉
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
吹
雪
の
中
の
開
催
と
な
り
、
誰
の
行
な

い
が
悪
い
の
か
？
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
無
事
踏
力
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
３
月
の
年
度
末
や
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン

で
の
開
催
の
た
め
、
参
加
人
数
は
例
年
よ
り
少
な

い
15
名
で
し
た
が
、
少
な
い
な
が
ら
も
職
員
間
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

夕
食
は
宴
会
場
で
会
食
し
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
二
次
会
や
三
次
会
で
は
カ
ラ

オ
ケ
で
自
慢
の
唄
声
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
戻
り
、
談
話
室
で
娯
楽
大
会
が
開
催

さ
れ
、
花
札
や
ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

に
真
剣
に
な
り
、
夜
も
更
け
て
い
き
ま
し
た
。（
朝

だ
っ
た
か
な
？
）

　

翌
日
は
、
二
日
酔
い
の
ま
ま
、
バ
ス
に
揺
ら
れ

な
が
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

～ JA共済「地域・農村活性化促進助成金」を活用 ～
自然災害に備えた設備強化！自然災害に備えた設備強化！
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通信青年部

※一部の携帯電話では、ご覧いただけない場合がございます。

右記のＱＲコードからも
アクセスできます。

累計
アクセス 1,000万突破!1,000万突破!1,000万突破!

https://www.hokuren.or.jp/aruda/

17
かしこくおトクに農機をゲット！

アルーダしべちゃ会場
（標茶町開運10丁目50）●お問い合せ先／

JA釧路太田 購買課 TEL 0153－52－7154（担当：小川、山岡）

フェア
アルーダ
フェア
アルーダ
フェア
アルーダ
フェア
アルーダ
フェア
アルーダ

（水曜日）

4/
平成31年

アルーダ

2019

購　買　課通信

アルーダホームページ

　

平
成
31
年
２
月
24
日
㈰
、
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
コ
ン
キ
リ
エ
を
会
場
に
「
厚
岸
食
体
験

交
流
事
業　

カ
キ
Ｄ
Ｅ
ご
ざ
〜
る
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
子
供
縁
日
や
ス
ノ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
、
雪
中
宝
さ
が
し
等
の
イ
ベ
ン
ト

や
、
20
分
間
の
牡
蠣
食
べ
放
題
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
寒
さ
が
残
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元

の
方
や
遠
方
か
ら
い
ら
し
た
方
々
で
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
農
協
青
年
部
で
は
、「
極
み
る
く
」
を
使

用
し
た
牛
乳
早
飲
み
大
会
や
「
極
み
る
く
ソ
フ

ト
」
早
食
い
大
会
で
の
進
行
補
助
、
無
料
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

　

早
飲
み
大
会
で
は
、
１
回
戦
３
人
で
競
い
合

い
、
２
本
の
２
０
０
㎖
の
牛
乳
を
一
番
早
く
飲

み
干
し
た
人
が
優
勝
で
、
そ
れ
を
３
回
戦
行
い

ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
早
食
い
大
会
も
同
様
の
形

式
で
、
普
段
よ
り
一
巻
き
多
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
を
早
く
食
べ
き
っ
た
人
が
優
勝
と
い
う
ル
ー

ル
で
行
い
、
参
加
者
の
方
々
は
ア
イ
ス
頭
痛
に

襲
わ
れ
な
が
ら
も
、
20
秒
も
か
か
ら
ず
に
食
べ

き
っ
て
し
ま
う
強
者
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
厚
岸
産

牛
乳
を
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
満
足

し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
改
め
て
自
身
の
仕
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
た
１
日
に

な
り
ま
し
た
。

に参加



　

平
成
31
年
２
月
19
日
㈫
に
地
域
活
性
化
施

設
「
ら
く
と
ぴ
あ
」
に
お
い
て
、
厚
岸
町
の

農
業
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
組
織
【
厚
岸

町
農
業
技
術
者
連
絡
協
議
会
（
会
長
：
金
澤

　

勝
）】
が
主
催
す
る
「
平
成
30
年
度
酪
農
懇

談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
澤
会
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、
本
年
度
は
、
酪
農
試
験
場
上
席
普
及
指
導
員
の
前
田
氏
よ
り
「
今
年

の
草
の
使
い
方
」
と
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
道
東
厚
岸
家
畜
診
療
所
の
織
原
氏
よ
り
「
平
成

30
年
度
の
Ｂ
Ｖ
Ｄ
の
発
生
状
況
」
に
つ
い
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
組
合
員
を
は
じ
め
関
係
者
も
含
め
29
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
30
年

度
産
の
草
の
使
い
方
に
つ
い
て
各
栄
養
の
必
要
量
を
あ
わ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
い
か

に
「
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
内
に
お
い
て
平
成
30
年
度
に
発
生
し
て
い
る
Ｂ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
、
現
在

は
終
息
へ
向
か
っ
て
い
る
が
昨
年
11
月
を
ピ
ー

ク
に
16
頭
の
摘
発
頭
数
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
先
生
よ
り
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

酪
農
家
の
み
な
さ
ん
、
飼
料
給
与
の
適
正
管

理
や
疾
病
予
防
に
努
め
ら
れ
、
厚
岸
町
酪
農
の

発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

6

　

平
成
31
年
3
月
15
日
㈮
に
釧
路
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
釧
路
地
区
酪

農
対
策
協
議
会
、
釧
路
農
業
協
同
組
合

連
合
会
が
主
催
す
る
平
成
30
年
度
チ
ャ

レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
酪
農
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
生
産
者
・

Ｊ
Ａ
役
職
員
・
関
係
機
関
に
よ
り
、
酪

農
情
勢
を
は
じ
め
酪
農
経
営
や
生
産
技

術
に
関
わ
る
情
報
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運

動
」
の
取
組
を
共
有
し
、
運
動
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
総
勢
約
１

２
０
名
が
参
加
し
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
役

職
員
、
女
性
部
、
青
年
部
を
合
せ
て
14

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
ミ
ル
ク
の
前

田
専
務
理
事
よ
り
「
国
際
貿
易
交
渉
の
進
展
と
日
本
酪

農
の
価
値
向
上
に
向
け
て
」、
キ
ャ
ト
ル
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
の
小
岩
代
表
よ
り
「
経
営
安
定
に
向
け
た
子

牛
の
生
産
と
育
成
管
理
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
前
田
専
務
理
事
か
ら
は
国
際
情

勢
に
加
え
、
将
来
の
世
代
へ
と
続
く
持
続
的
な
酪
農
を

目
指
す
た
め
に
、
環
境
問
題
や
限
り
あ
る
資
源
の
有
効

活
用
な
ど
現
在
の
酪
農
が
向
か
う
べ
き
方
向
な
ど
に
つ

い
て
、
小
岩
代
表
か
ら
は
子
牛
の
胸
腺
の
発
達
が
発
育

に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
胎
児
と
し
て
生
ま
れ
る
前
に

母
体
か
ら
受
け
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
「
健
康
な

子
牛
と
し
て
生
ま
せ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
さ
れ
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
は
様
々
な
情
報
に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

地域の出来事地域の出来事地域の出来事
クローズアップ

平成30年度
チャレンジ60「946運動」
酪農シンポジウムの開催

厚岸町農技連主催

酪
農
懇
談
会
の
開
催

前 田氏

織 原氏
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平
成
31
年
３
月
13
日
㈬
に
釧
路
太
田

農
協
会
議
室
に
て
海
外
視
察
研
修
に
向

け
た
事
前
研
修
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

釧
路
太
田
集
落
で
は
、
中
山
間
直
接

支
払
交
付
金
の
共
同
取
組
を
活
用
し
海

外
先
進
地
へ
の
視
察
を
通
じ
て
、
幅
広

く
知
見
を
深
め
、
各
経
営
体
の
酪
農
経

営
に
生
か
す
こ
と
で
、
地
域
酪
農
の
振

　

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ヨ
ー

　
　
　

ロ
ッ
パ
方
面
へ
視
察
研
修
を
予

　
　
　

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

若
手
酪
農
家
を
中
心
と
し
て
10
名
の

生
産
者
の
方
に
参
加
頂
け
る
こ
と
と
な

　

り
ま
し
た
。

　
　

海
外
視
察
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

　
　
　

め
に
、
講
師
に
よ
る
訪
問
予
定

　
　
　

場
所
の
事
前
研
修
を
実
施
致
し

　

ま
し
た
。

地域の出来事地域の出来事地域の出来事
クローズアップ

海外視察研修に
向けた

事前研修会

海外視察研修に
向けた

釧路太田集落（中山間）

フランス

ドイツ

オランダ

デンマーク

事前研修会

講師
くみあい飼料業務部
小　野 主任

講師
ホクレン生産畜産部
岩　渕 主任技師

平成31年４月２日㈫～４月13日㈯

デンマーク　酪農家（４戸）
　　　　　　会　社／普及組織等（２社）
フ ラ ン ス　酪農家（３戸）
　　　　　　会　社／普及組織等（１社）
オ ラ ン ダ　酪農家（２戸）
　　　　　　会　社／普及組織等（１社）
ド　イ　ツ　酪農家（１戸）

市　川　勝　美 ・ 河　村　賢　人
齋　藤　高　範 ・ 木　原　智　也
河　村　公　貴 ・ 福　井　和　彦
小野寺　竜之介 ・ 片　野　登紀子
中　山　景　介 ・ 中　山　ゆ　い

日　程

海外視察行程

訪問国

参加者



◆採草地への施肥時期と収量の関係（図）

◆搾乳牛の放牧馴致

ホット
ライン

釧路農業改良普及センター釧路東部支所

春の準備を始めましょう！
～早春施肥と早期放牧～

農作業機械のメンテナンスを行い、農作業時期に備えましょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お問い合わせ先／普及センター東部支所　TEL.0153－65－2021
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　チモシーは萌芽期に施肥をすることで、１番草の有穂茎（穂が出る茎）が多くなり、収量が増加します。
萌芽期とは、ほ場全体の４～５割程度が芽を出し、色づくタイミングの事を言います。
　当地域（平年）では４月24日頃に萌芽期を迎えることから、施肥作業の準備を進める必要があります。

・早春の採草地への施肥は、早ければ早
　いほどチモシーの１番草収量が増加し
　ます。これは、チモシーの特性で、春
　の早い時期に窒素を吸収すると、有穂
　茎が多くなるからです。有穂茎は栄養
　茎（穂が出ない茎）より重いので、収量
　が増加します。
・施肥時期が遅くなってもチモシーは窒
　素を吸収しますが、収量への影響は小
　さくなります。

　　⇒施肥作業は草地が乾き、トラクターが入れるようになったらすぐに
　　　実施しましょう！

　馴致とは、乳牛を外気温に慣らしたり、第一胃内ルーメ
ン微生物を放牧草に対応できるように変化させることで、
成牛の場合、放牧未経験牛で２週間～１ヶ月程度、経験牛
で９～ 10日間必要です。
　春の放牧馴致を行うことで、放牧開始時期から放牧草を
最大限活用することができ、スプリングフラッシュ抑制に
も繋がります。

　　⇒放牧の馴致も兼ねて草丈が10㎝になった時、または５月上旬頃に
　　　放牧開始できるよう準備しましょう！

早春施肥について1

早期放牧について2

図　早春の施肥時期がチモシー１番草乾物収量に
　　及ぼす影響（根釧農試、1986）

乾
物
収
量
（
㎏
／
10
ａ
）

萌芽期

乾物収量
有穂茎数

幼穂形成期 伸長期 無窒素栽培

600

500

400

300

200

100

600

500

400

300

200

100

有
穂
茎
数
（
本
／
10
ａ
）

こんなに短く
てもきちんと
食べれるよ



　

酪
農
家
の
拠
出
に
よ
る
運
動
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北

海
道
」
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
産
牛
乳
・
乳
製
品

の
専
門
カ
フ
ェ
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
↓
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
を
、
初
の
常
設
店
舗

と
し
て
、
東
京
・
自
由
が
丘
に
3
月
6
日
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
お
店
で
は
こ
だ
わ
り
の
北
海
道
産
牛
乳

や
チ
ー
ズ
を
品
揃
え
す
る
ほ
か
、

牛
乳
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
料

理
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
。

　

北
海
道
酪
農
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
信
す
る
と
共
に
、
新
た
な
フ
ァ

ン
の
獲
得
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
平
成
31
年
3
月
、
札
幌
市

内
に
て
、
札
幌
市
と
近
郊
の
児
童
養
護
施
設
を
対
象
と
し
、

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
試
合
チ
ケ
ッ
ト
と
、
札
幌
交
響
楽

団
の
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
19
年
度
よ
り
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
５
６
０
名
、
コ
ン
サ

ー
ト
に
50
名
を
招
待
し
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
贈
呈
に
あ
た
り
、「
農
家
の
方
々
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
試
合
や
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
か
け
る
と
き
は
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
農
家

の
方
々
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
。
楽
し
ん
で

来
て
下
さ
い
。」
と
の
言
葉
と
と

も
に
代
表
児
童
2
名
に
チ
ケ
ッ

ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ち

ょ
リ
ス
」
に
新
し
い
仲
間
「
よ
り
ぞ
う
が
加
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
一
層
地
域
の
皆
様

に
寄
り
添
い
、
ど
ん
な
と
き
で
も
気
軽
に
相
談
し
て

頂
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
、
そ
ん
な
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の

想
い
か
ら
「
よ
り
ぞ
う
」
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
、「
よ

り
ぞ
う
」「
ち
ょ
リ
ス
」

と
と
も
に
事
業
展
開
を

行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン
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Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
3
月
13
日
に
北
海
道
ス

バ
ル
白
石
店
に
て
、
交
通
道
徳
の
向
上
と
交
通
事
故

防
止
へ
の
取
組
み
を
行
う
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
へ
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
交
通
安
全
広
報

車
と
し
て
、
ス
バ
ル
社
製
の
ア
イ

サ
イ
ト
を
搭
載
し
、
安
全
性
・
操

作
性
に
優
れ
た
「
レ
ヴ
ォ
ー
グ
」

を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
組
合
員
・
地

域
住
民
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
で

き
る
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、広
報
誌「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道



I n f o r mJA a t i o n
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２ ㈫
３ ㈬
４ ㈭
10 ㈬

11 ㈭

16 ㈫

17 ㈬

18 ㈭

20 ㈯

22 ㈪

23 ㈫

24 ㈬

25 ㈭

26 ㈮

29 ㈪

釧路太田集落(中山間）海外視察（～13日）

Ａコープ特売

一般市場

Ａコープ特売

一般市場

新和衣料品外販（～13日）

厚岸町乳牛検定組合　役員会

乳牛市場

Ａコープ特売

アルーダしべちゃオープンフェア

中山間事業　役員会（午前）

多面的機能事業　役員会（午後）

一般市場

第35回ＥＰＦ

第2回理事会（予定）

育成市場

Ａコープ春の大売出し（豚肉）

新和衣料品外販（～27日）

酪農実習生受入協議会　総会

Ａコープ春の大売出し（牛肉）

一般市場

厚岸町乳牛検定組合　総会

厚岸町酪農ヘルパー組合　総会

昭和の日

行事予定4月
平成31年

第12回 平成31年２月22日㈮理事会報告

１．無通告監事監査の結果について
　　　　　
２．組合員の加入、脱退及び出資持分譲渡について

加入１名、持分譲渡　２名、脱退１名
　　　
３．新・農業人フェア（東京会場）の結果について

１．各種貸付金の貸付承認について
営農資金６件、生活資金１件

２．平成31年　営農計画再協議の承認について

３．平成31年　特定組合員の分担について

４．道常例検査の指摘事項に対する改善対策等に
　　ついて

５．平成31年度内部監査実施計画の策定について

６．平成31年度経営定期点検実施結果の報告及び
　　平成31年度経営定期点検実施計画の策定につ
　　いて

７．平成31年度　決算見込及び事業分量配当支払
　　基準の設定について

８．平成31年度　事業計画大綱について

９．ゴールデンウィークの（仮払いによる）家計費
　　前払いについて

10．新規就農研修生の支援及び新規就農支援事業
　　（助成対策）実施要領の改正について

11．監事監査規程の改正について

12．マネロン及び反社会勢力等への対応に関する
　　規程類の改正について

13．職員の決算手当の支給について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

報 告 事 項

議 決 事 項



JAインフォメーション

ゴールデンウィーク期間中も　　　　 の
キャッシュカードはご利用いただけます。
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８：30
～17：00

９：00
～
16：00

９：00
～
16：00

太田・尾幌
スタンド

８：30
～17：00

太田・尾幌
スタンド

８：30
～17：00

尾幌
スタンド

８：30
～17：00

太田
スタンド

平成31年度

漁　　　協
信　漁　連ＪＡバンク

営業時間内（平日9：00~17：00）は
ＪＡ釧路太田へ  TEL 52－7151

セブン銀行 ゆうちょ銀行 北洋銀行 大地みらい
信用金庫

■ご利用可能な
　主なＡTＭ

しかも

※稼働時間、手数料はＡTＭにより異なります。詳しくは、各店舗のご利用ＡTＭの
　掲示等でご確認ください。　

道内ＪＡはもちろん
全国ＪＡでも

ゴールデンウィークの業務日程表

手数料無料で利用できるＡTＭ数
業界トップクラス！ 0120－944－904

終日無料！
ゆうちょ銀行ＡTＭでも

（平日18：00まで）
日中無料！

セブン銀行ＡTＭでも

カード盗難紛失等のご連絡先
夜間・休日

（平日18：00 土曜日14：00まで）
日中無料！

日程

区分

平成31年

管　　理
金　　融

Ａ Ｔ Ｍ
営業時間

Ａコープ
資材店舗

スタンド
油 配 送

営　　農
畜　　産

生乳検査

生乳輸送

27
4
㈯

平成31年

28
4
㈰

平成31年

29
4
㈪

平成31年

30
4
㈫

平成31年

1
5
㈬

平成31年

2
5
㈭

平成31年

3
5
㈭

平成31年

4
5
㈮

平成31年

5
5
㈯

平成31年

6
5
㈰

金　融　課通信

休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業

休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

一般市場

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

通常業務

休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業

休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業

休　業 休　業 休　業 休　業 休　業 休　業

休　業 休　業



● 編 集 後 記 ●

農協だより

2019.４  №17

　身近で起きた出来事やベストショット写真、ＪＡに対するご意見・ご要望など、読者の皆様
からのご応募お待ちしております。
　別紙の応募用紙に氏名・住所・電話番号を記入して、ＪＡ釧路太田事務所・Ａコープおおた
店・ホクレン太田・尾幌スタンド・酪農支援センターにある応募箱に投函してください。大募集!!

記事・写真・イラストなど

　気が付けば平成も残り１か月。もう少しで平成が終わりますね。
ところで、新しい元号はいつ発表されるのでしょうか？気になって調べてみると、４月１日に新元号が発表
されるとの新聞記事を発見！皆さんがこの広報誌を読んでいる頃には新しい元号が発表されているかも…。
どんな元号になるか楽しみですね！
　４月から新年度が始まり、新生活が始まるという方も多いのではないでしょうか？
受験を乗り越え高校生・大学生になった人や厳しい就職活動を経て新社会人になった人もいるでしょう。３
月とはうって変わって、４月は出会いの多い季節です。素敵な出会いがあるといいですね！
　新生活が始まる人も、そうでない人もフレッシュな気持ちで平成最後の１か月を駆け抜けましょう！

編集担当／Ｎ.Ｅ　

暖かくなったり、寒かったり、体調管理が難しい
時期ですね。１週間仕事しないで寝続けていたい
気もします（笑）　　　　（ペンネーム／きらら）

寒さもやわらぎ、わずかながらも雪どけが進んで
います。太田の大地にもチョッピリですが、春が
近づいている気がします。

（ペンネーム／コンサ大好き親父）

根室本線の尺別駅と直
別駅、花咲線の初田牛
駅が３月15日に乗客
数の減少により廃駅と
なりました。地域を支

えた駅が、無くなることはとても残念です。時代
の流れなので仕方ないと思いまが・・・
花咲線も廃線が危ぶまれていますので、ＪＲ北海
道としても鉄路の存続のため活路を見出してほし
いものです。
　　　　厚岸の鉄オタ（鉄道ファンのこと）より　

（ペンネーム／チコちゃん５才）

読者
の ショットベスト ショットベスト ショットベスト広場みんなの広場みんなの

コミュニケーション

春が楽しみです。　　（ペンネーム／さつき）


